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道央地域の第四紀テフラ

厚真

美々

近堂(1985,アーバンクボタNo.24)

Ta-a,b (A.D. 1739, 1667)
Ta-c(2.0～2.5千年前)

Ta-ｄ(8～9千年前）)

En-a(1.9～2.1万年前）

Spfl(支笏火砕流, 4～4.5万年前）)

美々・御前水におけるテフラの層序



下部斜面：斜面
崩壊により形成
された急斜面

上部斜面：
Ta-dの載る
安定斜面

遷急線遷急線



（樽前d降下火砕堆積物）



Ta-d風化層

Ta-b

基盤風化層

Ta-d
樽前d降下火砕堆積物（Ta-d）
・上位：大部分が安山岩片から

なる降下堆積物
・下位：（上部）赤褐色に風化

したスコリア
（下部）黄色でやや硬
いスコリア・軽石



Ta-d

Ta-b

角礫層
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新第三系泥岩（軽舞層）





Ta-d

Ta-c

Ta-a,b

Ta-bもしくはTa-c 層下位の
埋没腐植層に根系が集中して
おり、Ta-d より下位には根系
は分布していない



Ta-d

Ta-c
Ta-b

流出したカラマツの根系．
根の周辺に多くのTa-d軽石層
が付着している



移動中の草本土塊．
根系が浅く，Ta-b層
より流出している



調査地点
右岸0次谷

オルソ：国土地理院9月11日撮影
標高：国土数値情報（発災前）10mDEM



源頭部で発生した斜面崩壊

1987年11月柳井撮影
日高幌内川 右岸0次谷

基盤岩

2018.9.13撮影（早川）

火山灰土－Ta-d



流域内の崩壊地形

日高幌内川 右岸0次谷 オルソ：国土地理院9月11日撮影
標高：国土数値情報（発災前）10mDEM

記載箇所

撮影位置

水平距離 約170m

水平距離：約230m 比高差：80m



斜面の火山灰分布の特徴

破砕した頁岩
（基盤岩）

Ta-ｃ

黒ボク

Ta-b

黒ボク

20cm

2018.9.13撮影（早川）

1987.11 柳井撮影

遷急線

Ta-d

Ta-d Ta-d

出典：柳井(1989)テフロクロノロジーによる北海道中央部山地斜面の年代解析



地すべり性堆積地の火山灰分布(田近ほか 2016)

調査地点
右岸0次谷

田近ほか2016
研究対象斜面



Ta-cとTa-dの間に形成された地すべり移動体

出典：田近ほか(2016)成層した降下火砕堆積物からなる地すべり移動体の内部構造と形成
過程：石狩低地東縁、厚幌１遺跡の例

2018.9.27撮影早川

2018.9.27撮影早川

Ta-c

Ta-d



テフラの分布から見た斜面の安定年代

出典：柳井(1989)テフロクロノロジーによる北海道中央部山地斜面の年代解析
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吉野

富里

東和川

幌内

国土地理院基盤地図情報10mメッシュ標高データ、および国土地理院作成斜面崩壊データを用いた



斜面頂部の亀裂

今後の余震や大雨で新たな斜面崩壊
が起こる可能性は残されている

埋没腐植層

＜埋没腐植層型滑り＞



土層厚（Ta-d層厚）との関係地質との関係

国土地理院データ，産総研データより

震度との関係

国土地理院データ，産総研データより



• 砂岩・泥岩からなる基盤上 軽石・火山灰層

• TA-D(9千年前）などの軽石層 テフラ内に風
化層 風化した基盤岩 すべり面 埋没した腐植層

• 植生による発生頻度 樹木の根系の多くは
基盤に達しておらず

• 遷急線 降下火山灰層の年代が異なり
TA-Dの下位 基盤岩 TA-Ｃ（約2.5千年前）の下位

基盤岩

• 斜面の安定年代は斜面勾配
数千年前に複数個所で崩壊が発生 上回る規模の崩壊

• 崩壊の発生の編年
震源、向斜・背斜などの地質構造、そして軽石層の層厚


